
２０２５年がスタートしました。学校はまとめの３学期です。今年は「巳
年」です。へびは脱皮を繰り返し成長していきます。再生や変革の象徴と
もいわれるそうです。千代田中の生徒たちも経験や学習を通して自分を成
長させています。時には失敗や困難にぶつかることもあります。しかし、
それらが自分自身を成長させるチャンスととらえ、新たな自分を発見して
くれたらいいなあと思います。
３学期の始業式では、「千代田中でよかった・この学年でよかった・このクラスでよかった」

と思える卒業・修了式になるために心がけてほしい３点を伝えました。
① 「考える」ことの楽しさ・「分かった」という楽しさを授業で感じましょう。
② 一年の計は元旦にあり。自分の立てた目標に向かい、少しの努力を積み重ねていきましょう。
③ ３学期のキーワードはコミュニケーションです。友だちをマイナスの視点で見るのではなく、
加点の視点で関わりあうことで、友だちの新たな一面を見つけましょう。
１・２学期、思うようにいかなかったこと、失敗したこと、苦しかったこと、いろいろなこと

があったことでしょう。３学期は新しい年です。リセットです。新たな気持ちで、新鮮な気持ち
でスタートしましょう。今年もよろしくお願いします。

千代田町内３校は昨年度からＮＩＥ実践指定校として、新聞を教材とした活動を実践していま
す。地域や社会の中で課題を見つけ、解決のために行動する力を育むことが、今の子どもたちに
求められています。膨大な情報が行き交うインターネット社会で、正しい情報を取捨選択し、読
み解く情報活用能力も必要です。新聞は、政治・経済、文化、スポーツなどあらゆる情報が網羅
され、信頼性の高いメディアでもあります。新聞を学校で活用することで、社会への関心を高め、
自分事として考えを深めることにもつながっています。
千代田中では新聞コーナーとして、いつでも新聞を手にできるように各社の新聞を棚に配置し

ています。また、毎週水曜日の朝学習を「ＮＩＥタイム」として新聞記事を使って読解力の向上
を図っています。また、今年度から新たに生徒玄関入口に千代田町に
関する記事等を切り抜き、紹介する掲示コーナーを設けました。
１月７日（火）に県内のＮＩＥ実践報告会がオンラインで開催され、

千代田中学校の２年生４名の生徒が、今までの取組を紹介してくれま
した。参加した学校やアドバイザーの先生、新聞社の担当の方々から
好評を得ることができました。

学校評価の回答にご協力いただき、たいへんありがとうございました。各評価項目では、多数
の肯定的な回答をいただきました。また、記述による貴重なご意見では、学校や教職員への感謝
や励ましの言葉を前回同様、数多くいただき、教職員一同、大変ありがたく感じております。な
お、記名いただいたご意見で、学校全体に関わることにつきまして、後期学校評価臨時号で回答
させていただきました。なお、個人的なもの、学級や各部活動などにつきましては、貴重なご意
見として賜り、担当と連携し、今後の学校経営の参考にさせていただきますので、ご理解・ご協
力をお願いいたします。
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